
                     １年間の総まとめの時期を迎えました 
                   もうすぐ卒業式を迎え、３年生の先輩を送り出す時 

期となりました。１、２年生の皆さんも、様々な面に 
おいてこの１年の総まとめを行う時期です。部活動の 
これまでの練習メニューや取り組みをまとめたり、学 
習面でも苦手な教科・科目の克服に努めるようにしま 
しょう。 
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名北の風 
 

第８回 大震災を語り継ぐ北高生の集い 

本校では、東日本大震災で犠牲となった方々を悼み、震災の経験を語り継 

ぐことによって震災の風化を防ぎ、未来への教訓へとつなげることを目的と 

して、平成２６年度から「大震災を語り継ぐ北高生の集い」を開催してきま 

した（令和３・４年度は新型コロナウイルス感染症のため中止）。今年度は 

２月２０日に、大川伝承の会共同代表の佐藤敏郎氏を講師にお迎えし、あの 

日あの時なにが起こったのか、そして私たちはこれから何ができるのかを考える良い機会となりました。 

私は、東日本大震災の時はまだ３歳で、周りに被害にあった人も少なく、知っていることのほとんどは人から

聞いたことです。被害を受けた地域の中でも、宮城県沿岸は被害が特に大きかったと聞き、まだ元気ではない

というイメージがありました。今回、佐藤さんのお話を聞くことで、被害を受けた地域に住む人たちは、元気に、

前を向いて進めているのだと、実感することができました。大川小学校は多くの児童と教員が津波に巻き込ま

れてしまったこと、小学校のすぐ近くにあった山に逃げていれば助かったかも知れないということ。私は、大川

小学校の現在は、悲惨な記憶の残る場所だと思っていました。しかし佐藤さんに、大川小学校は「未来を拓く」場

所であるということを教えていただきました。未来を拓くとは、震災での出来事にきちんと向き合い、今後に活

かすこと。避難訓練や防災意識を高めることも、未来を拓くことの一つであるということがわかりました。 

災害とは、いつ起こるかわからないものです。たとえどこで起こったとしても、自分たちの身を守り、今回学ん

だことを無駄にせず、きちんと向き合って、未来を拓けるように、前を向いて歩いて行ける人間になりたいと思

います。                                               武藤遼平（１年・船岡中出身） 

１年 家庭基礎で出前授業 

１月２５・２６日に「制服の素材ウールの性能」

をテーマに出前授業を実施しました。日本毛織株式

会社（ニッケ）から講師をお招きし、実験を交えウ

ールの特徴について学びました。生徒の感想をいく

つか紹介します。 

日本では新品の服でも大量に捨てられているため、

買う時は本当に必要なのかを考える必要があると感

じた。また、ウールやポリエステルなどそれぞれに異な

った特徴があることを実際に見ることができて良かっ

た。 

ウールの性能だったり、他の繊維との違いを学ぶこ

とが出来た。実際に繊維を燃やしているの見てすごく

違いがあるのが衝撃だった。 

制服を長く綺麗に着るために 

ハンガーに気を配ったりブラ 

シをするべきだなと思いまし 

た。 

女子バスケットボール部県新人ベスト８！ 

１月１８・２０日に開催された県新人大会にお

いて、女子バスケットボール部がベスト８に入り

今年度も岩手・宮城対県選抜バスケットボール大

会への出場枠を獲得し、一関で行われた大会に参

加しました。上位大会での入賞はできませんでし

たが、来年度に向けて頑張っていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【 宮城県名取北高等学校 】 〒981-1224 宮城県名取市増田字柳田 103   TEL 022-382-1261  FAX 022-384-8976 

HP https://natorikita.myswan.ed.jp/  mail  natorikita@od.myswan.ed.jp  （担当）教頭・穀田 浩美 

３月の行事予定 

 １日（金） 卒業式 生徒登校９時（２・３年） １８日（月） 課題テスト（スタディサポート） 

 ４日（月） 特編 2 時間授業          ２２日（金） 終業式 

５日（火） 高校入試 家庭学習日～１４日   ２５日（月） 合格者予備登校 

１１日（月） みやぎ鎮魂の日          ２８日（木） 離任式・退任式 新クラス発表 

１５日（金） 個人写真撮影                  生徒登校９時３０分 

 

臨時生徒総会開催 ～休日の登下校時のジャージ着用と部活動統廃合について～ 

 １月３０日、前期・後期生徒総会における議題についての回答と、部活動の統廃合についての説明が行わ

れました。 

 「休日の部活動の登下校をジャージでしたい」という件については、メリット・デメリット 

なども含めて連絡協議会で検討に検討を重ね、令和６年度に試行期間を設定することとなりま 

した。試行期間は令和６年５月～１０月を予定しています。試行期間前に全校生徒に説明し、 

試行期間中は教員、生徒会、代議員などが評価を行いながら、その後も継続可能かどうかを判断することと

なります。詳細は、令和６年４月中に全校生徒に説明を行う予定です。 

 また、文芸部は生徒会会則第２８条「年度末に部員のいない部、同好会は、次年度廃止の対象とする。」

に従い、廃部となることが承認されました。さらに、令和４年度からの学級数減少にともなう教員数の減少

に伴い、来年度から以下の部活動が統合されることが説明されました。 

「美術部とコミック・イラストレーション部を統合してアート部」「英語研究部と映画 

研究部を統合して異文化研究部」「華道部と茶道部と書道部を統合して伝統文化部」と 

なります。現在の１年生と２年生は、卒業するまで現部活動の名称で活動することとな 

ります。 

第 1学年 エイサー発表会 

１学年女子体育の授業で、クラス毎に取り組んだエイサーの発表会を２月２日に行いました。エイサー

で使われる伝統的な沖縄民謡である「クーダーカー」の曲に合わせ、４分ほどの演舞を披露しました。審

査用紙も配られ、「①一人一人リズムにのって元気よく動いていたか②隊形が工夫されて美しいか③動き・

バチさばきが揃っていたか④まとまりのあるエイサーになっていたか」の４つの項目についてそれぞれＡ

ＢＣの３段階で生徒と先生が審査しました。審査結果は以下の通りです。皆さん、お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

●１年間の授業を通して、エイサーが伝統的な踊りであることや、歌詞や掛け声には意味があるこ 

とを知って、小学校で一度踊ってはいましたが、改めてみんなと協力して創り上げたダンスを踊る 

ことは楽しいと感じました。 

●初めて沖縄の伝統的な踊りに触れました。太鼓にはパーランクー、はちまきにはサージなど、呼び方にも特徴

がありとても面白かったです。今後は沖縄だけでなく他の地域の伝統芸能にも興味・関心を持っていきたい。 

第 1位 1年 5組 第２位 1年４組 第３位 1年１組 
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